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Abstract

　　　The　total　amount　of　industrial　water　consumed　in　the　researc丘ed　area　m6asures150，000hi3

per　day，of　which120，000；n3is　due　to　the　pumpage　of　ground　wateL

　　　Hydrogeologically，　Ky6to　city　is　generally　divi（led　into　the　following　fhree　areas，which　are

different　from　each　other　in　characteristics　of　the　ground　water．

　　　In　the　riverside　area　along　the　Kafno　river，the　dissolved　constituents　of　ground　water　is

less　in　amount　compare（1with　those　of6ther　areas，

　　　In　the　riverside　area　along　the　Katsura　river，the　sha110w　ground　water　is　c瓢aracterizgd　by

bic段rbonate　hardness，while　the　deep　ground　water，nonbicarbonate　alkalL

　　　IntheFushi叫area，thegr・undwateris・fdi鉦erent・riginfr・mth・se・f・therareas・and

characterized　by　bicarbohat6hardnes鼠

　　　Inview』P・int・fthewate士suづpl夕f・rthefabricindustriesinKy6t・cit脇theFFshiml即a、

and　th今rivefside　along　the　Katsura　area血e　favourable　to　utilize　the。ground　wateL

　　　　　　　　　　　要　　旨

　1）　この調査は京都市内のうち，鴨川・桂川および宇

治川に挾まれた，北は今出川通，南嫉宇治川までの地域

を対象地域として行ない，この地域のなかで工業用水を

比較的多量に使用しているとみなされる工場について行

なつた調査の結果をとりまとめたものである。

　2）調査を実施した工場において使用している工業用

水の総量は，約150，000m3／dayで，このうち地下水は

約120，000m3／dayで全使用量の約80％を占めている。

　3）調査した範囲内における地下水は，水質的に3地

区，すなわち高野川が鴨川に合流する付近のA地区と，

鴨川呼桂川に挾ま細たB地区および伏見区のC地区に分

けられる。A地区・Q地区および，B地区の桂川沿いの

地帯は，，水質がよく，水量も割合に豊富である。

　4）今後地下水を工業用水として，まとまつた水量が

利用できる地帯は，用水事情とともに工場用地，運輸李

通の便などから考え合わせると，B地区の桂川に沿つた

＊地質部
＊＊技術部

士也帯とC地区とである。

1．　まえがき

　時代とともに工業のあり方も違い手工業の時代から，

現代は重化学工業の時代となづてきて，それに伴つて聯

海工業地帯として阪神工業地帯が，古くからの内陸手業

地帯である京都をはるかに引離している。その原因獄い

ろいろあろうが運輸交通の便とともに，用水型工業に必

要な多量の工業用水を容島に取得できることも大ぎ准原

因の一つに数えられる。1

　こういつた重化学工業の発達する以前には京都も手工

業地帯として看数のものであつて，とくに京友禅と西陣

織は全国的に有名である。このうち西陣織は昔も今も変

わらない手先の仕事を続けているが，京友禅は手染から．

i機械染色へと移り変わり，いわゆる染色整理を行なう工

場は次第にふえて，京都の産業基盤を形成しており，ま

たそゐ水洗過程も，鴨川・桂川の流れを利用する旧来の

『方法から工業用水の使用へと変わつていつた。さらに戦

時中に疎開してぎた他種の工場も，，戦後一時閉鎖したも
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のが，またぼつぼつと再開されてきている。導のように’

京都も観光都市としてぽかりでなく，近代的な産業都市

に移り変わろうとした矢先に，工業用水が不足．しはじめ

るという思いもかけない事態が起こつた。山紫水明の地

といわれた京都も1眺める水は卒つても，使うことQで

ぎる：水は決して多くはなかつたのである。

　明治のはじめに先覚者は琵琶湖の水をはるばる京都ま

で引いて，発電・かんがい・舟運・工業などにこの水を、

使つて京都の繁栄をもたらしたが，時代がめぐつて，ふ

た玉び昭和の疎水として工業用水道を考慮しなければな

らない段階に達したようでおる。

　こ』に前回の淀川の調査に続いて京都市における工業

の発展に資する目的をもつて，市内の工場について工業

用水の調査を行なつた。

　なお，東山区山科の2工場および宇治市の1工場につ

いても調査した。

　この調査に当り，いろいろと便宜や，御協力をいただ

いた京都市商工局および調査の対象となつた工場の方々

に深く感謝の意を奉する次第である。

2．，調査規模

　調査期問　1次調査　昭和33年8月27日～8月30月

　　　　　2次調査　昭和34年1月20日～2月4日

　調査範囲　京都市街地，伏見および山科における主要．

　　　　　工場（第1図参照）・

　調査対象主場数　1次調査　　5工場．

　　　　　　　　2次調査57工場

　調査老．1次調査蔵田延男，武居由之

　　　　　　2次調査蔵田延男，小西泰次郎，村下敏

　　　　　　　　　　夫，森和雄，武居由之，後藤

　　　　　　　　　　隼次

　なおこのうち蔵田延男は調査全体の企画・とりまとめ

を，また森和雄は地下地質に関する総括を行なう以外，

Jeepの運転を担当した。

3．地質概要

　3．1地表地質
　京都市周辺の地質は第2図の通りである。

　この弛帯の基盤をなす地膚1ち宗都・兵庫および福井

の3県にまたがる，いわゆる丹波地域に広く発達する古

生層と，比叡山の南部を形成する花歯岩とである。古生

層は，頁岩・粘板岩・砂岩・チャート 5輝緑凝灰岩など

からなり，まれに石灰岩，その小レソズを挾むこともあ

る。古生層の走向は大体西北西一東南東で，傾斜は北ま

たは南で，摺曲・断層が多数みられる。花嵩岩は中生代’

から第三紀の初めにかけて底盤と』して逆入したもので，
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第1図　京都市工業用地下水源調査範囲図

長い地質時代の削鯛の結果，その一部が地表に現われて

いる。これらの古生層および花嵩岩は，いずれも水理地。

質的には，不透水性基盤ということがでぎる。

　京都盆地周辺の丘陵を形成している透水性の地層は，

粘土・砂・礫などからなる大阪層群と，その上に重なる

新旧段丘礫層とからなつている。大阪層群は大阪平野周－

縁の丘陵を形成Uている若い地層に与えられた名称で，

洪積層に属し，大阪平野周縁ではほとんど海成層である・

が，京都盆地周辺では一部は海成層で，残部が半海成ま

たは淡水成となつている。京都市街地は沖積層の上にあ

る0

　3．2地下地質
　京都市街地下では沖積層の下側に大阪層群が堆積して，

いるものとみられる。基盤までの深さは明らかでない。．

た黛今出川通堀川付近の試錐の結果によれば，137血で

古生層に到達しているが，それより南では，深さ1与Om．

の試錐でむまだ基盤に達しないことから推定すると・南

にいくほど到達深度は深くなつて，200mまだはそれ以

上にも達しているものと思われる。

　工場におけるさく井の柱状図は第3図に示してある位

厚さ130mから200m以上にも達する京都盆地の堆積

物は，岩質から上下2層に分けられ，さらに水質から判

断すると深層の氷は海水の組成に類似しわ水であること

から1この堆積層の下部は海成層と判断されるので，大

駆層群の存在が考えられる・これらの地層は周叩の山か

ら供給された砂礫・粘土などで構成されており・些表か

ら30m前後の深度までは礫層または砂礫層が割合によ

く発達して，その間に粘土を挾んでいるよう自な地層であ

るカ㍉それより深くなると礫が少なくなり，糟土混り砂

礫唇・砂層・粘土層などの左層となつている。礫層の発
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第ユ表　京都市における工場の工業用水用井戸の
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　　　　　　　京都市工業肋下糟調査報告

水質分撒果（工場位翫劉図幡号鯵照1

（小西泰次郎・村†敏夫，武居由之・後藤隼次）
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　P

（ppm）
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0．06
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0．02
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0．32』
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0．48
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0．03
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0。03
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（分析：後藤隼凍）
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第3図　京都市内の工場におけるさく井による地質柱状図（井戸の番号は第2図の工場番号と同じ）

達のとくに悪い弛域は，市街地の北および北西部，東海

道線の南側の鴨川・桂川に挾まれた三角地帯りうち，鴨

川に寄つた地帯で，これらの場所では，好ましい帯水層

となるような礫層はみあたらない。

4．地下水とその水質

　4．1　地下水
　京都大学瀬野錦蔵らにょると，．京都市街地の自由面地

下水は，市街地北半部では地形に沿つて，周辺の山地か

、ら京都盆地に流入して，緩やかに南に向かつて流動し，

伏見地区ゐ地下水も一般的には地形を反映して東から西

へ向かつて流れているという。

　地質調査所が昭和31年および32年に実施した桂川流

域の地下水調査結果によると，嵐山渡月橋付近から左岸’

に浸入した表流の大部分は，上野橋付近で桂川に浸出

し，上桂付近で右岸にふた玉び浸入することが明らかに

され七いる。瀬野錦蔵らはさら匠，桂川の表流が西京極

から吉祥院にかけての左岸側に浸入し，その大部分が桂

川と天神川とに挾まれた地帯を南下し，下鳥羽付近で桂

川あるいは鴨川に浸出し’ているとしている。

　鴨川の支流高野川の左岸高野付近は，地表から数mの

深さまで礫層が発達しているので，高野川の表流が浸透

し塵すい環境にあつて，豪雨後の出水のとぎに昧多少地

下水の濁度が高くなる傾向がみられる。しかし国鉄東海

道本線の南側に至ると，鴨川沿いは礫に乏しく，粘土な

どの細粒物質に富むので，川に接した所でも自由面地下

水を多量にのぞむことはでぎない。

　伏見地区あ東側は，桃山付近の低い丘陵で，その丘陵

の酉側のなだらかな斜面は，』大阪層群と，その上匠重な

0／77

50□虻
　薩ヨ砂

　圏踪

　翅蹴
　皿皿臨
ノoo回土里木

　　1鯨管位置

　井戸の番号は第2図一
　の工場番号と同じ

る若い新旧段丘礫署とからできてめる。砂・粘‡・礫な二

どからなる，これらの若い地層に酒養された地下水は，

伏見地区の被圧面地下水となつているものと推定され

る。伏見地区の被圧面地下水の水位は高く，かつては多

数の自噴井（現在でも工場の休目などには一部分自噴す一

る）が存在したのも，このような理由によるものと考え

られるQ’

　4．2　地下水の水質

　調査地域の地下水り分析結果は，第1表に掲げてあ登

が，1水質の特徴から，当地域はA，B，Cの3地区に．区二

分することがでぎる（第4図参照）。［

　4．2．1『水質の概要

　、A地区は鴨川と高野川との合流点付近である。分析ざ

れた地下水は自由面地下水であつて，井戸の深度はおも

に10m以浅である。
　調査時の水温は．14．5～15．8QCで，京都盆地の年平均1

地下水温（16。C）よりいくぶん低い。HCO3『は42～47

pP恥d一はσ～12PP㎎K＋は1．6～2．5PP鵜Na＋

一は9．6ppm＞，Ca2÷は10ppm±，Mg2＋は2，5ppm≠

と，他の地区の水質に比較して一般に成分含有量が少な

い。またFeはFe3＋としてのみ微量に検出される・

　B地区は鴨川と桂川とに挾まれた地医で，京都市街地

の中央部がこれに相当する。・

　右京区内における地下水には，18乍19。Cの水温を示・

すものがあるが，他の所では一般に16～170C台の水温．

を示すものが多い。この地区では深度30～40mを境と

して，それより浅層部の地下水と，深層部の地下水とで1

は，かなり異なつた水質を示している。すなわち，浅層

部では且CO3一が75PPm＞，深層部では80PPm＜で’

28一（106）
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第4図一水質による地域区分および分析位置図

あって，最高は162ppmを示す。またCl‘は，浅層部

では30ppm＞であるのに対して深層部では40～238

ppmと高い値を示している。陽イオソのうちNa＋は浅

層部で30ppm＞，深層部で30～110ppm，Ca2＋および

Mg2＋は浅層部でそれぞれ20ppm＞および7・5ppm＞

であるのに対し，深層部では20～49ppmおよび8、0～

17．Oppmとなつている。またFeは3地区のなかでも

比較的多く，ほとんどがFe2＋であつて，深層部ほど含

有量が多い。

　このようにB地区では，浅層部よりも深層部の方が溶

存成分に富み，深度とともにCl鼎が増加することが他の

地区ではみられない特徴である。

　C地区は，鴨川と宇治川とに挾まれた地区で，伏見区

がこれに相当する。

　この地区における水温は，100m以浅では16．0。C前

後，150m程度で17．50C前後である。

　HCO3一は12．2～160ppmで，B地区のように深度

に伴う一定の傾向は認められない。またC1一も6，4～

44．7ppmを示し，B地区にみられるような顕著な傾向

嫁みられないが，浅層部から揚水している≧考えられる

井戸にC1一がいくぶん多く含有されている例が2，3認’

められる。陽イ牙ンのうち，K＋はA，B両地区よりも

多く含有され，2ゆ～6．Oppmを示し，またHCO3一の

多い地下水には，ほ黛それに比例してNa＋，Ca2＋，Mg2＋

が多くなつている。なおCa2＋，Mg2＋は，浅層に収水層

をもつ井戸に高い値を示すものが2，3みられる。SiO2

はA地区（約10PPm），B地区（約20PPm）に比較して

C地区は多く，』30～40ppmである。

　なおNα49ではHCO3一が著しく少魁・“かxわ

らず，他の成分が多い。これは酸による汚染を受け七い

るためであつて，自然状態における水質ではない。C地

区で浅層部がら収水していると認められる井戸にCl一

が多いのも，このような地上汚染による影響をかなり強

く受けているためと考えられる。

　4．2．2質的組成と地質との関係

　A地区における溶存成分量は，平均2．49epmであつ

て，他の地区よりは成分量が少ない。B地区では成分量

が3．17～17．3epmで，深度とともに増加し，どくに

CrとNa＋の増加が顕著である。C地区ではB地区と

逆で，浅層部ほど成分量が多い。

　またA地区の地下水の化学組成は，第5図に示してあ’

るdiagramによると，bicarbonate　hardnessすなわち一

時硬度で代表される組成であつて，表流gそれと同じで

ある。
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第5図　京都市における地下水の化学組成

　B地区の地下水の組成は，第6図に示してある（Na＋

＋K＋）とCrとの当量関係（深層部は1．Oepm＜を示す

が，浅層部は1．0・epm＞を示す）からも浅層部と深層部

とでは異なつており，diagramによると浅層部はむしろ

A地区と同様にbicαrbonate・hardnessの組成であり，

深層部はむしろnonbicarbonate　alkali～nonbicarbonate

hardness（永久硬度）の組成である。一般に地下水は，

A地区のようにbicarbQnate　hardnessの組成を有する

ものであつて，一地下水が深層部に流動するに従つて

HCO3一が増加し，Ca2＋，Mg2＋がNa＋，K＋と置換して

29一（107）
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第6図　京都市における地下水の（Na＋＋K＋）とC1『との当量関係

　地下水の組成はbicarbonate』alkaliの組成に変化する。

　　しかし京都市内におけるB地区では，Nα11Nα2，

　Nα17准どの盆地の北縁部の深層部の地下水がbicaレ

　bonate　alkaliを示すのみで，盆地中央の深層の地下水が

　海水の組成に類似したnonbicarbona也母lkaliを示してい

　ることが，浅層部と深層部一との堆積物にかなり明瞭な相

　違があることを意昧している。さらに大阪瓦斯KK．京

　都工場の深井戸から天然ガス状の気泡が多量に検出され

　ることなどから考察すると，深層部の地下水は，浅層地

　下水の供給をほとんど受けていないものと考えられる。

・　　C地区の地下水は，浅層ではnonbicarbonate　hardness，

　深層ではbicarbonate　hardnessの組成を示すが，これは

　浅層部の地下水が汚染を受けていることから考察して，

　むしろ両層はともにbicarbonate　hardnessの組成を示し

　ているものと考えられる。そしてC地区の地下水は，他

　の地区とは異なつた供給源をもち，かつ深層部にもかな

　　り透水度の高い帯水層が存在し，地表水が活発に浸透し

　一ているもの乏考えられる。

5．エ業用水とその利用の現況

　5．1　工業用水源の現況

　京都市には東に鴨川，西に桂川が流れ，また南には宇．

治川がある。京友禅の水洗にはこれらの表流力㍉かっ七

は大半利用されていたが，工場の規模の増大，機械染色

の発達に伴つて，表流の利用は著しく減少し薯現在で

は，手染または経営規模の小さい工場に限られている。’

　河川の表流または伏流を工業用水源とする工場は，河

川に近接している一部のものに限られ，また慣行水利権

との競合などもあつて，新規の取水はむずかしく，今後

工業用水として現状より多く取得される見込は少ない。

　　　　　河川表流のほかに地表水としては，『琵琶湖か

　　　　ら導水される第1，第2京都疏水が昂る。この

　　　　疎水は，元来発電・船運・かんがい・防火など

　　　　の目的で導水されかものであるが，工業用水と

　　　　しても若干利用されている。しかしすでに施設

　　　　が老朽化しており，水路，燧道などの補修のた一

　　　　めに，毎年一時的にせよ送水を停止するので，

’設脚　　常に一定量の水を必要とする工場側にとつて

　　　　は，この疏水は安心して依存できる水源とはな1

　　　　りえない。

　　　　　上水道水は補給用水として，あるいは工業用二

　　　　水の使用量の少ない工場で利用されている。ま

　　　　た地下水の水質が悪いために，染色の仕上げ用

　　　　水だけに上水が使用される例のように，特殊な

　　　　用途のみに上水が使用されている場合も少なく

　　　　ない。　．

　　しかし以上のような水源があるにもかΣわらず，工業

　用水の大部分を占めるものは，’地下水であるo

　策2表は，工場における工業用水利用の現況を示Lた．

　ものである。京都市商工局の調査によると，市内の従業ゴ

・員10人以上の工場数は約700，30人以上は約300，100，

　人以上は100余工場を数える。今回の調査では，このう1

　ちで，とくに工業用水として地下水を比較的多量に使用

　していると考えられる工場が，その対象として選ばれ，

　たo‘

　宇治市には宇治川表流水を多量に使用している日本〆

　一ヨソ工場があり，これを加えた工業用水の総便用水量

　は，約216，000m3／dayであるが，この調査の主対象地．

　域である京都市内では150，000m3／dayであつて，この

　うち地下水の取得量は約120，doOm3／dayで，全体の約

　80％を占めている。

　5．2．井戸利用の現況

　　当地区の自由面地下水は，すでに述尋たように，桂

　川・鴨川寄りでは一般に表流によつて養われておヴ，市

　街地の中央部あるいは伏見区ではおもに降雨によつて養

　われている。したがつて，桂川・鴨川沿いに立地してい

　る工場では，これらの自由面地下水を対象とした浅井戸『

　が多いが，その他の所では，地下水の水質が悪いのと，

　1井当りの揚水量が少ないことなどから深い地下水を対、

　象とした井戸が多い。

　　浅井戸の多くは1～2吋程度の打込み井戸であつて，

　深度はおエむね10～20mである。深井戸は，井戸の孔

，径12～16吋，深度137m（最大）どまりで，揚水量は平1

　均70m31h程度とな》づている。被圧面地下水の圧力面’

　は，伏見区では一般に高く，地表下・1m、以内に達して

　いるものもあるが，市街地の中央部では一般に低く．自；
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工　　場FP　名

KK．東洋現像所

新三菱重工K．K．
京都製作所

目本加工紙K．K．

京都工場

近畿晒染工業K．K．

明治乳業K．K．

京都工場

倉敷染工K．K．

陳染晒Kk

鐘蒲債KK

　京都工場

所　在　地

霧京灘おける工場杢源磁

右京区太秦安井西裏
町3

右京区太秦巽町1

右京区梅津大縄場町

20

右京区桂千代原町25

直京区西嚇聯

右京堅西京極大門1丁

手

左京　西瞬
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1β2孝

1シ500

、ぎ、56
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lo7
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19652
　7
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5．2

9
6
15

15
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35σ
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閃
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　　　（m）
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13．6～3嵐39～41．需

45．3～55．4
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T
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L5　　　　悼
1．5・23．1　錨
　　　　　　　劃
L524・0　瞭
　　　　　　　難
3．0　　　　　串

3．0
　　　　　　　£
3．0　　　　　　ノ
　　　　　　　圖
『3、0　　　　鎌
3．04．6，懸
　　　　　　　で

　　　　　　　茸
70迄，13－3毒

5．4　8．5　・
　　　　　　　論

10。31L8．薄

　　　　　　　姦

　　　　　　　繋

　　　　　　　野
5・＄　　　、）

6．7　12．8



認
旨
食
一
〇

●

No。

8

9

10

11

12

13

手4

15

16

17

18

工　　揚　　名

錘ケ淵紡績K。K．

　京都工揚

藤井友仙工場

京阪加工KK．

杉本練染K．K．

伊藤染工KK．

昭染工業K．K．

K．K．丸吉練染所

日本冷蔵KK．
聚楽工揚

日本レース、K．K。

KK．島津製作所
　三条工場．

室谷染色K．K．

所 　在　　地

左京区高野東開町1

左京区田中古川町53

左京区田中古川町36

左京区高野蓼原町ユ

左京区吉田上阿達町
36

上京区今出川浄福寺
　通上祥寺町171

中京区梅屋大炊町201

中京区聚楽辺西町
　136の4

取得量

（m3／day）

580

838

2’730
7

1888，

1200ン

482

600

中京区西ノ京春日町16，　525

中京区西ノ京桑原町8

中京区壬生松原町16

1045ン

750

水源盤・）
取得里

（m3／day）

F　550
ヤV　’30

F　450
W　388

F2，720

W　、10

F1775
　，
W　113

W1200
　ン

F　450
W　　32

C　600

C　420

W　105

C　　95

W　950

F　750

．用途註2）

W

W

w，h

W

W

w，h

C

h

免らh

w　c　h
　，　　　，

井　　戸　　諸　　元

No

深2

〃3

〃4

1

2

3

1
2

1
2
3

1
2

深度
（m）

91。0

91．0

85．0

15．α

14．2

9．1

9．7

9．4

8．7

137．0

10．8

148．0

100．0

100．0

12．0

121．O

91．0

76．0

・孔径

（mm）

305

405

405

1．3m

1．8

1．8

1．8

1．8

1，5m

500

200

150

150

250

100

400

200

175

スト レーナの位置
　　　（m）

12．2～14．9，　15．2《イ34．1，

37．9～51．0，　54．6～57．1，

58．9～73．3，　74．1～86．4

13．5～30．4，　32．4～51．8，

・64，2～69．8，73．Q～84．0

15．1～32．1，37．6一げ44．0，

46．5～69．0，　71．4～74．9

20．2～22、6，　27」1～34．7，

47・0～72名、78・5～84・5・

102～115

25～51，73～7◎，
91～97，　　99～105玉
121～129，　　138～143

66ん80

50～66

21．2～32．5，，46．2～49．5，

56～60。5，7LO～74．0，
77～81．5，89。5～94，
105．5～109．0

ポンプ諸元
吐出管
口径　・

（mm）1

126

100

150

100

75

　註3）

種類

B

S

S

S

T

100　T
　　，V×3100
　　　T

100　　V

150　　V

175

50

400

75

1
1
0
Q

　75

．100，

100

102

127

T
T
．

B

V

B

B・

B
T

S

B
B

馬力
（甲）

25

24．5

30

10

10

71／2

10×3，

　15

71／2

　20

10

3

401

3

15

『
7
・／2

20

　3

17

20

40

井戸状況

自然

水位
（m）

6．2

5．6

5．7

7．2

11．2

18．2「

14．0

25．0

25．0

12．0

揚水
水位
（m）

20．5

45．0

．21．7

　　　　醤

　　　　璃

　　　　灘

　　　　殿

　　　　轄

　　　　油

　　　　蝿

　　　　ハ　　　　繍

　　　　巨

　　　　曝

48・4　繍

　　　　ω
　　　　qロ『

23．0．

17．0



19

20

21

GO
ω　　　22

f
P旨
）

23

愚

24

三共練染工場

京都染工KK．

京美染色K．K．

専売公社京都工揚

大阪瓦斯K．K

　京都工場

中央卸売市場

中京区壬生立町39

中京区壬生辻町31

中京区壬生相合町31

下京区中堂寺命婦町

　1丁目

下京区中堂寺粟田町

　1

下京区朱雀分木町

　市有地

500

3，680

450

1，600

5120
，

3，400

C　500

F2700
　）
C　720

W　260

C　400

F　　50

C1，500

W　100

C4660
　，

W　460

83β・・

W　100

m　h　t
　，　　　芝

m，h

w，c，h

ca’

W，C

W，C

1

2

3

南1

南2、

1
2
3

1

2

3

4

1

2

3
4
5　1

1
2
3
4
，5

6
7

80．0

124．0

136．O

15．0

94．O

8．0

10．0

30．0

60，0

106．0

106．0

106．0

106．0

120．0

119．0

121．2

12！．2

　9．3鵯

15．0

15．0

100．0

100．0

100．0

12．0

12．0

150

350

350

3m

250

2m

100

125

360

360

360

360

300

300

　300

　300

1』8m

1．5m
1．5m
　300

　300

　300

2．1m
2．1m

36．4～53．8，　60．8～63．4，

7314～78．8，　83～88．9，

102．4～112，　120～125．1

56～58，　74～75，　76～77，
79～80，　83～85，　87～90，

90．3～92

10．2～12．6，　37～42，4，
’
4
8 ．4～57。0，　61～69，6，

83．5～89．5，　97～102

24．2～27．2，　31～37，

42．4～55、4，　73．5～77，

87～89．3，　90．5～95。0

42～48，　52～63，　66～72，
79～84，　87～93，　95～99，

100～103

76

100

150

100

100

75

100

100

100

150

150

150

150

150

150

175

150

125

127

127

127

127

127

100

100

B

S

S

V

B

V

T
T
B

B

B

B

B

B

B

B
T
T

T
T
B
B
B
T
T

10

15

50

7
．

1／2

20

5

3
5
10

20

20

20

20

20・

25

50

20

71／2

7
、

112

71／2

10

20

10

5
5

10

12

12

7

10

6

16

30

34

10　　舜1
　　　蓉
15　　研
　　　H
　　　灘
7・5　謡

　　　碁
　　　→
　　　－誉

　　　覇
　　　灘
　　　醗
　　　欝
　　　班

　　　　ウ
　　　　圖
　　　　鎌
21・3　野
　　　　番

　　　　　
　　　　鴬
7．5　旧オ
　　　　建
　　　　激
18．3　　．

　　　　沸
　　　　畑
　　　　冊

　　　　N
　　　　●
　　　　憲
　　　　鰍
　　　　櫓
　　　　薄



No

ψ

25

26

27

躍

I
P一　、
N

28

29

一30

工　　場　　名

第一工業製薬K．K

　京都工場

高速電気鋳造K．K．

月灘鍔

日本電池K．K．

　西大路工場

日本冷蔵K．K．
八条工揚

大日染加工K．K．

所　　在『　地

下京区西塩小路久保

　町50

下京区西大路釦所内

　東2

南区吉祥院西ノ庄門

　口町14

南区猪之馬場町

　3の2

南区西九条北の内町
8

南区東九条南山王

取得量

（卑3／day）

20457

890

1121，

7323ン

1056
，

2235，

水源別
取得量註1）

（m3／day）

F　・400

C1255
　，
W　390

C　810

W『80
’
F
1
1
2
1

　　，

さ／6・脇

W　432

F　l　O25
　ンW　　31

82，…

W　235

騰註2）

m，　W，C

W，C

w　c　h
　，　　　，　　　7

ca

m　w　h　，　　　　プ　　　，

ca

m，　C

Wン　C

井　　戸　　諸　　元

．No

東

南

北

中央

1
2
3

1
2

1
2
3
4
5
‘
6

7
8
9
10

11

12

13

14

深

1
4
5

深度
（即）・

　9，0

　9．7

78．0

121．0

33．0

50．0
．4・0，

43。4

29．5

42．5
40．5

30．0

30．0

30．0

37．0

39．0

10．5

31．0

10．5

10．8

10．5

σ．0

60．0

7．8

7。8、

孔径
（mm）

2．4m
2．4m
　250

　300

125

125

75

100

75

100

100

75

75

75

75

75

75

75

75’

75

1．8m

250

75

75

50

ストレーナの位置
　　　（m）

藤

を2．1～25．需28．7～38．4

40・3～44・O，45t6～50・1

ポレプ諸元

吐出管
口　径
（mm）

100

100

100

150

50

50

50

65

63

63

75

75

75×2
75

75

75

63

75

63

75

63

63．

50

100×2
　21

125隔

　註3）

種類

T
T
A
B

T
T
T

T
V，

T
T
V
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T

T

B
V
V
T
「

馬力
（即）

10

15

25『

30．

3，

3
75！2

20×2
　3

　3

7112

7112

5×2
7112

　5

71／2
7112

　3

　5

　3

　5

　5

　3．5

　2

71ん，6，

　3

20

5
5
2

井戸状況

自然
水位
（m）

4．5

7．0

7．0

揚水
水位
（m）

7．5

27．0

酋

鵬

識

賜

報

面

叢

櫨

に

磯

繍

じQ、

中



・31

32

33

脇

1
ρ
一go

34

35

36

37

栄　染・工　揚

森田染工場

伊藤染工場K．K．

　西大路工揚

大同染工K。K．

西川伸銅工業K．K．

京都晒染工業K，K．・

　十条工揚

浜口染工K。K、

南区唐橋町13

南区唐橋経田町37

南区吉祥院御池町20

南区落合町31

南区上鳥羽菅田町60

南区東九条松田町

南区東九条柳下町52

540．

840

600

4150，

681

4026，

4560，

F　540

C　840

F　600

F1950
　》
C1800
　ン
W．400

F　524

W157

C4026
　，

§抑

W1760
　，

c，h

C

C

W，C’

mフwラc，h

w，h

1
2
3

1
2
3
4

1
2

1
2
3
4
5
6
7
8

9

1
2
3

1
2
3
4
5
6
1・

2
3
4
5

、33．0

33，0

33．OP

13．0

8。0

11．0

11．5

　6．0

22．O

l50．0

40．0

　9．0

95．0

85．O

9。0

9．0

10．0

24．0

14．5

24．2

21，0

26．5
25、0

2．4m
2．4m
2．4m
　200
300

、300

2．4m
　420

420

1．3m
1．8m
1．5m

135

135

155

135

135
155

45～48，　49～55，

59～64。5，　70～82
29乍34，　42～47，　60．5～
63．5，　72．5～82，　83’》85

その他に6井あり
6．5

24．O　　’150

67．0

27．5

150

150

13．7パ18．2，　22。7～23，7
12～21．1，　24．3～28．8夕

30．7～35
10．7～19．2，　22．2～23。2

100

100

75

100

100

125

25

125

125

125

125

125

125

125

100

125

100

100

75

75×2
75

110

110

130

110

130
130

　150
150×2

75

75

75

V
V
V

T
T
T
T

V
V

T
T
T
T
B
V
T
S

S

T
T
T

T
T
．T

T
T
T

T
T
B
B
B

7112

71／2

3

71／2

71／2

71／2

1

10

2

40
10
40
40

40

25

10

40

25

25

10

10×2
10

10

10

16

10

15
15

35

30×2
10

10

10

4

舜
雲
缶

H
撫
詑

昌
磁
腎
覇
闘
醗
難
玲

　　与
　　圖
　　蝶
　　餐
　　雲

　　茸
　　引
　　慰
　　冷
　　●
　　沸
　　珈
9　　冊

　　酎

　　懲
　　鰍
　　櫓
　　野



Nα1

38

39

40－

’
4 1

42

ゆ
①　　431
昌　　44
ら

45

46

47

48

工　　場　　名

KK　山田化学
　　　研究所

積水化学KK

三谷｛申金同　K．K

日本繊維工業K．K

京都工場

阪本練染化学KK．

三洋油脂工業KK

東洋レーヨ：ノKK．
山科染隼試験工場

所　　在　　地

南区上蔦羽上調子町

25

南区上鳥羽平畔町

30の1　、

南区吉祥院石原長田、

　町12

南区吉祥院観音堂町
　89

東山区一橋野本町耳

東山区山科竹鼻地蔵，
　寺南町16

鐘淵紡績K．K，

　山科工場

K．K．京都製紙所

黒川工業KK．

江崎グリコ栄食

　K．K．

東申区山科西野様子

　見町1の．2

伏見区深草西川原町

　1

伏躯騨下崩町
　1

伏見区深草新門丈町

　17の1

取畿襯認）
（姻／day）1（m3／day）

777

1295，

1230－
7

448

400

300

150

2850フ

14948
　，

7580フ

4，000

C　400
W　377
C1235
　ラW　　60

F1180
　，
W　　50

F　448

F　400
C　、120

W・180
W　150
（R2，370）

ε1・，15・．

R1200
　，
’
F
2
4
4
8

　　ラ
W　500
R12000
　　，

F3500
　，
W　480
R3，600

C4000
　，

、用途註2）

cフw，m，h，t

c，h

W，F　C

ca，w，h，t

C

m，　C

ca，磁，h

C，t，W

w，t，h，c

C

井　　戸　　諸　　元

No

r
2
3
4

1
2
3

，1

3

4

23

6
24

ユ
2、

3
4

深度
（m）

100．0

100．0

11．0

15．0

15．0

10．0

10。0

5．9

33．0

60．0

14．0

13．5

12．0

15．0

15．0

16．0

9。0

70．0

60．0

－60．0

90．0

孔径
（mm）

100

2go

　100
　・75

　75・

2m

　100
　100
1．5m

工25

200

1．5m
3．O　m

　300

150

　75

100

200琴
4

250

150

250

100

ストレーナの位置
　　　’（m）・

・23～2臥36～40ゴ50～56．

9．0～13．1，　20．2～34．7，

39．6～45．0，　48。0～51．5，

’63．8～72．0，　80．5～86．2

10～15

ポyプ諸元
讐噸種鼎
（mm）

75

手oo

100×2

　100
　75、

100

100

100

125

125

125

63

75

100

150

75

75

150

　50’

V

S

V
V
V
T

V
V
V

V

B

B
T

B
、

．y

V
V
．V

T’

士

T
T
T

馬力
（甲）

5

20

15

5
5
20

10
15
10

7．5

100

15

10

30

＄o

20

　5

11

1・×2

7112．

71／2

71／2

2

井戸状況

自然

水位
（m）

1，5

10

7

7

揚水
水位
（m）

8．5

2

12

酋

塒

闘

餅

報

血

難

槻

目

藤

櫨，

N
中



零
旨
倉
一
㎝

49

50

51

52

53

54

55

56

57

K．K．伏見晒工揚

富山漁網K．K．

　京都工場

目本蚕毛染色K．K．

南都晒KK．・

宝酒造K．K．

　伏見工揚一

大倉酒造K．K．

目本電気製鉄K．K．
　伏見工場

酸水素油脂工業

　K．K．

目本レーヨyK．K．
　宇治工揚

伏見区深草泓壷町8

伏見区出羽屋敷町23

伏見区舞台町35

伏見区寝小屋町48

伏見区竹中町609

伏見区南浜町247

伏見区桃山町金井戸
　島！1

扶見区葭矢倉町13

宇治市戸ノ内5
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地質調．査所月報（第11巻第2号）、

然水位が15m前後，揚水水位が30～34mにも達して

いる例がある。したがつて揚水量も伏見区では90m3／h

程度となつているが，中央部でぽ50m3／h未満のも’のが

多い。

　なお市街地内では浅井戸の揚水量が，著しく低下した

ために，地下水の強化の一手段として，冷却後の水を地

下に還元している工場がある。

6．地下水とその利用についての調査所見

　　　京都市の産業都市化は，その緒についたばかりで，エ

　　業立地条件からみれば，用水型の大工場が立地する可能

　　性は乏しい。しかし内陸工業地帯として，阪神臨海工業

　　地帯と相たずさえて京阪神工業地帯を形成したいという

　　地元の意向は強く，その可能性もないわけ’ではない・そ

　　の場合この地に見合う業種としては，染色整理・食品加

　　工・電気機器などの業種があげられるから，工業用水の

　　需要の面では，染色整理を除いて嫡，一工場あたりそれ

　　ほど多量の水は必要としない。

　　　しかし現状では，すでに工業用水の不足になやむ工場

　　が相当多数にのぼり，この対策が先決問題である。京都

　　市当局では，このため工業用水道の布設を計画し，それ、

　　に伴う種々の調査が行なわれている。しかし工業用水道

　　は，大口の需要工場を対象とする場合匠は，比較的容易

　　かつ安価にできるが，京都市のように大工場が少なく，

　　中小工場が散在している所では種々の困難を伴う。

　　　この地に将来とも先に述べたような用水型の工場が進

　　出する公算が少なく，また建設される工場の規模が小さ

痛　　く，工業用水の使用量が少ない場合には，その水源は安

　　易に取得できる地下水に依存することになる。た黛この

　　場合には水を必要とする工場の位置が問題となる。

　　　地下水の条件からいえば，支流高野川が合流する鴨川

　　寄りは，地下水にはまだ余裕があるが，用地の面ではぎ

　　わめて窮屈のようにみうけられる。桂川沿いの地帯は，

　　桂川の表流によつて養われている地下水を取得すること

ができるので，’とぐに水質を考慮する業種には最適の所ー

である。一方伏見地直は，良質の被圧面地下水が得ら

れ，工場用地の面でも未開発地帯として希望がもてる所ー

である。現状ではこの地区の揚水量があまり多くないの　　御

で，水位も高く，1井あたりの揚水量も多いが，将来工．．

場群が多量の水を使用する場合には，この地区の総揚水．

量を地下水の，自然供給量と見合う水量に抑えるような指噛

導をすることが必要である。

既存工場に対しては，用水量の不足を解消するために

工業用水道の布設を急がなければならないが，将来の工

場立地にあたり地下水に依存できない地区に立地する工，

場に対しても，工業用水道による水の供給は考えられな

ければ奉らない。さらに地下水に依存でぎる地区に立地、

する工場に対しては，地下水の汲み揚げに対し，適切な

指導，助言を与えることが他の多くの先進工業地帯の例・

からみて是非とも必要である。

　　　　　　　（昭和33年8月，34年1月調査）
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